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会員各位 
 平成２４年９月１日 

 
 
 

                       触 媒 資 源 化 協 会 

 
１．協会よりのお知らせ              
[実施済事項]  
① 協会だよりー２３６（８月号）をメール＆郵便で送信（８／１） 
 

 [予定事項] 
 ① 第２１４回月例会（見学会） 

   日 時：９月３日（月）１４；００～１５；３０ 

   場 所：花王㈱すみだ事業場 

   集合場所と時間：ＪＲ総武線亀戸駅北口  

１３；３０までに集合 

 ② 第三回運営委員会 

   日 時：９月１３日（木）１５；３０～１７；００ 

   場 所：堺化学工業㈱東京支店会議室 

   出 席：運営委員、第 214 回月例会幹事、第 215 回月例会幹事。 

＜トピックス＞  
• 第２１４回月例会（見学会と暑気払い）の開催 

   日 時：９月３日（月）１４；００～１５；３０（見学） 

   場 所：花王㈱すみだ事業場 

   集号場所と時間：ＪＲ総武線亀戸駅北口 １３；３０までに集合してください 
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③ JCRA と CMAJ の幹部交流会 

  日 時：９月２６日（水）１７；３０～２０；００ 

  場 所： 北大路 八重洲茶寮 

  出 席：会長、副会長、事務局(両協会)。 

 

２．経産省よりの連絡 

• ８月２３日【開催通知】第 1 回構造活性相関手法による有害性評価手法開発プロジェ

クト事後評価検討会 
• ８月３０日【経産省化学課：ご案内】平成２４年度第１回化学物質審議会-開催につい

て 
 
３．レアメタルーリサイクル国際シンポジウム 

  日 時：１０月１日(月)～２日(火) 

  会 場：京都テルサ(京都府民総合交流プラザ) 

  〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０ 

  主 催：レアメタルーリサイクル国際シンポジウム実行委員会 

       http//:www.眠る都市鉱山.com 

  TEL:058-384-2877 FAX：058-379-0688 

  代表委員 酒井 伸一(京都大学環境安全保健機構･教授) 
  代表委員 中村  崇(東北大学多元物質科学研究所･教授) 
  代表委員 芝田 隼次（関西大学環境都市工学部･教授） 
  代表委員 市原 達朗(ネオマテリアル創成研究会･理事長) 
  代表委員 伊藤 秀章（レアメタル資源再生技術研究会･会長） 

  (実行委員会パンフより転記) 
 

 

４． 事務局より（９月度の予定） 

 

曜日 月 火 水 木 金 土 

8/27 8/28 8/29 8/30 8/31 １ １
週 × ○ × × ○ ○ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ２
週 214 回月例 ○ △ × ○ × 

１０ １１ １２ １３ １４ １５ ３
週 × ○ × 第三回運営委 ○ × 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ４
週 体育の日 ○ × × ○ 秋分の日

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ５
週 × ○ × × ○ × 

事務局延べ出勤予定：１２日 (○；終日、△；半日、×は休日)。 
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５．【雑学】奥の細道・バスツアー“伊達の大木戸編１“ 

   前回、HP のトラブルで飯坂温泉より旅を打ち切り帰京してしまいました。数度のバ

スツアーで宿が同室であった佐々木博さんより写真を送っていただきました。その写

真を元に見物できなかった医王寺から伊達の大木戸までの仮想の旅をいたします。 

   《医王寺》福島市飯坂町平野字寺前４５ 

医王寺は弘法大師の創建で大師の作とい

われる薬師如来が本尊、福島交通飯坂線の

飯坂温泉駅の手前に同名の駅があります。

医王寺は平安末期平泉の藤原秀衡に仕えた

信夫庄司の佐藤基治と子の継信・忠信の墓

があります。頼朝が挙兵をするとき兄のも

とに駆けつけた義経に、秀衡は継信・忠信

の兄弟を従えて送り出しました。兄の継信

は屋島の戦いで義経の盾となって戦死、弟

の忠信は義経が頼朝に疎まれて平泉に落ち

る際、京都堀川の館で義経の身代わりとなって自害したと云われています。 

芭蕉さんも義経に仕えた継信・忠信の忠

義、悲劇を十分知っていたようで、飯坂

温泉に泊まる前にここを訪れています。

左の写真は正面から奥の薬師堂の周囲に

ある継信・忠信の墓所です。 

 父親の基治も平泉に攻め込んだ頼朝と

戦って戦死しました。妻乙和と共にここ

に葬られています。 

「笈も太刀も五月にかざれかみのぼり」 

継信・忠信の嫁たちが夫の甲冑を身に付

け、子を失った母の悲しみを和らげたと

いう故事に由来した俳句です。 

   乙和椿は乙和御膳の悲しみで、つぼみのまま開かずに落ちてしまうといわれていま

す。 

 
【文責・専務理事】 


